
 

 

 

２０２３年５月３１日 

  

    『人生に必要な知恵は すべて幼稚園の砂場で学んだ』 

 

   【人間，どう生きるか，どのように振る舞い，どんな気持ちで日々を送れば 

いいか。本当に知っていなくてはならないことを，私は全部残らず幼稚園の 

砂場で学んだ】という書き出しで始まります。そして，〔なんでもみんなで分 

け合うこと〕〔ずるをしないこと〕〔人をぶたないこと〕〔使ったものは元の場 

所に戻すこと〕〔誰かを傷つけたら「ごめんなさい」と言うこと〕〔トイレに行 

ったらちゃんと水を流すこと〕〔毎日少し勉強し，少し考え，少し絵を描き， 

歌い，遊び，そして働くこと〕〔不思議だなぁと思う気持ちを大切にすること〕 

などと続くのです。 

 約３０年前に外国の作家が書いたエッセイの一部です。 

 

 “なるほどなぁ，そうかもしれないな”と思われました？ 

保護者の皆様は幼稚園にどんなことを期待されていますか？ 

 さて，幼稚園での子どもたちの営みに目を向けてみると。 

風薫る５月，山笑う初夏。幼稚園での子どもたちの遊びぶりに，快活さが増してきました。玉ねぎとじゃがいもの収穫を終えたら， 

早くも梅雨入りです。 これから雨の季節のトンネルに入っても，長靴はいて雨降りを楽しめる子どもたちであってほしいなぁ。 

給食の前には必ず手を洗います。 

前で話している友だちに，みんな注目 

茶碗を持って，ごはんを箸にのせて 

かたぁい蓋は，力を合わせてクルックルッ 

雑巾がけは大変だけどけっこう楽しい 

みたいです。体幹も鍛えられています。 

遊んだあとは，ちゃんと

片づけています。 

苦手なものも頑張って食べれるよ！ 


